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■河川整備の実施に関する事項（案）
• 山王川の浸水被害を軽減するため、年超過確率1/5（約55mm/h）の降雨に対する洪水を安全に流下さ

せる整備を行う。

• 知多奥田駅東で整備が進められている公園事業と調整を図りながら整備を進めていく。

• 山王川樋門について、必要となる耐震対策を実施する。

4.1 治水に関する事項
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４．河川整備計画の方向性

4.1 治水に関する事項
4.2 利水・環境に関する事項
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利水・環境の現状と課題

4.2 利水・環境に関する事項

下流部の特徴 上流部の特徴 課題

利水
（利用）

－
慣行水利権が1件設定されてお
り、農業用水として利用されて
いる。

地域の利用状況を踏まえた親
水整備や、干潟等生き物にとっ
て特異な生息環境を保全するこ
とが望まれる。

河口部で毎年生き物観察会が
実施されている。また、漁船の
停泊や、多くの釣り人が訪れて
いる。

－

環境

ほぼ全域が感潮区間で、河道
内植生がほとんど見られない。
河口には小規模であるが干潟
が存在する。

コンクリート護岸の単調で直線
的な河道が連続する。
川幅が狭くなり、河道内にはヨ
シ・オギなどの植生が繁茂して
いる。

上・下流で回遊性の魚類や甲
殻類が確認されているので、縦
断方向の移動経路の確保。

瀬、淵などの連続性の創出。

水際植生の維持・創出。

マハゼ、ウミニナ、シギ類など
干潟を代表する種が確認され
た。重要種はクロサギ、ウミニ
ナなどが確認された。特定外来
生物は、護岸沿いにオオキン
ケイギクが確認された。

重要種は、ヤリタナゴやドジョ
ウなどが確認された。また、ヤ
リタナゴの産卵母貝となるマツ
カサガイが確認された。
特定外来生物は、カダヤシや
ウシガエルが確認された。
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■河川整備計画の目標（利水・環境）

・流況の把握が十分でないことから、河川流況等の把握に努める。

・動植物の良好な生息・生育・繁殖環境の保全・再生。・川とふれあえる場の維持・形成。

・良好な景観の維持・形成。 ・水質の維持。

河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する目標

河川環境の整備と保全に関する目標

4.2 利水・環境に関する事項

【流水の正常な機能の維持】
・流況の把握が十分でないことから、流水の正常な機能の維持のため、今後も流況等の把握に努める。

【動植物の良好な生息・生育・繁殖環境の保全・再生】
・多様な動植物の生息・生育・繁殖環境及び生態系ネットワークを形成するため、工事実施の際には関係機関や
地域住民と連携し、多自然川づくりを行う。

【川とふれあえる場の維持・形成】

・地域住民の利用状況や要望等を踏まえ、工事実施の際には関係機関や地域住民と連携し、階段など人々が川
に近づける親水施設等の整備に努める。

【良好な景観の維持・形成】
・関係機関や地域住民と連携し、工事実施の際には周辺の田園風景等の環境と調和した水辺空間の維持・形成
に努める。

【水質の改善】
・河川の利用状況、水利用状況、動植物の生息・生育・繁殖環境等を考慮し、工事実施の際には関係機関や地域
住民と連携を図り、良好な水質となるように努める。

方 向 性


